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ま ぇ が き

尾崎喜左雄

天神山古墳の発掘調査は酷暑の 7月末であった。生い繁る篠を刈り ，根を掘

りとっての作業には苦難倍加した。しまじめ，市教委から私に調査の依頼があっ

たが，広瀬古墳群調査の一環として，松島君胚担当して貰うことにした。 3月

陀は山王町の古墳を調査し，昨年は八幡山古墳周壕の調査を担当して貰ったか

らである。前橋工高歴史研究班の生徒諸君の情熱と，群大尾崎研究室の学生諸

君の応援とによって，遂忙調査の過重さは克服されたのである。その結果は石

田川式土器の配列と浅間山噴山浮石の層の古墳甚盤とを発見した。とりあえず，

その概報をまとめること尻した。時忙「石田川」(/ノTり行言己念会 V[あたり，松島

君の功績忙花を添えようと ・Jるもの である。



前橋天神山古墳発掘調査概報

松島栄給

I , ~ はじめに

昭和43年 7月，報告者及び県立前橋工業高校歴史研究部は， 前橋市教育委員会から，＾同市後閑

町所在の天神山古墳（上毛古墳綜覧上川淵村第71号墳）の発掘調査の依頼を受けた。

ところで， この天神山古墳は， 前橋市が都市計画によって造成する所謂広瀬団地内に在るたぬ

市教育委員会はその措置について昭和40年に検討を行ハー応保存の必要を認めたものであった。

しかしその後情勢が変化し，群馬県教育委員会の行政的な指導も あって平夷することになったの

である。

昭和43年 6月， 天神山古墳は市内部の手続上の行違いもあってか突如としてその巨大な前方

部が破壊された。この事に対して地元研究者の間からは破壊の中止と調査の必要性が強く要望され，

ここに前橋市教育委員会は改めて， 調査の計画をたてる侭至ったのでをる。

発掘調査は， 群馬大学教授尾崎喜左雄博士，共愛学園謂師藤岡一雄氏等の指導と協力を得て，昭

和43年 7月13日の午後から 14日にかけての予備調査に始まり，同月 21日から翌8月6日古

での間を本格的な調査期間とし，更に降って 11月13, 1 6, 1 7, 2 0日妬は周溝部の調査を

行ない，併せて， 前後23日間にわたって実施した。この間予備調査と本格的な調杏期間のう ち7

月3, 日きでの間と 11月13, 1 6, 1 7の各調査は県立前橋工業高校歴史研究部の卒業生及び

生徒が 8月1日から 6日までと 11月20日の調査は群馬大学教育学部史学研究室尾崎教室の卒

業生及び学生が主体的忙調査に当ったが 他匠県立中央高校郷士部の生徒等多くの人々の協力があ

った。

また， 発掘調査後の遺物及び実測図等諸資料は整理は前工歴史研究部が中心となって当り， 同部

卒業生笹岡規雄君等の協力を得て進められ，現在なお進行中である。

なお，調査胚際しての諸準偉設営等事務的な仕事は 前橋市教育委員会が担当し，、多忙の屯．``

社会教育課長石川頼母， 管理係長小海国好，社教主事阿久津宗二各先生方の多大の御尽力と御支援

を得た。ここに記しち篤く感謝の意を表すると共妬深く御礼申し上げる次第である。

n. 調査経過の概要
7月13日， 14日

トレンチを入れる部分を設定しその部分の雑木及び篠等の刈取りを行った

7月21日

後円部頂止から墳丘の主軸紡に沿って，西南方（前方部方向）・に向けて， A トレンチを．、反対側

北東裾部に向けて43,トレンチを，、 それぞれ幅~mにとって掘り始めた。頂上部におい、て，扁乎，な石
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による石組？がやゞ方形に出土し その下部約2D cmからは拳大の石による石敷が乎担の状態で認

めら九それに接して古い形式の土師器磁片が数庁発見された。 _.':・,-1_'[l 

7月22日

後円部頂上からはかなりまとまって，赤色顔料で塗彩した土師破片が発見された。

又 A トレンチの西端後円部と前方部のくびれ部の切断面において，墳丘築造時の地表面の検討

が行なわれ＇ この築造作業面は約 15cmの厚さからなる火山灰層であることが確認された。 ： 

二7月23日

A及びBトレンチに直交させて，：墳頂部から南西方向に幅3mのC トレンチを掘る。しかし南

側斜面は既に破壊，変形され，大分原形を損じているため妬その長さは約am妬止めた。同じく

墳頂部から北西方向裾部に向けて， 帳 3mのDトレンチを掘り始めた。よって，本墳の後円部は，

これらA, B, c, Dの各トレンチ忙よって十字形に覆われること忙なった。

7月24日

; :6トレンチの頂上部付近においては，小礫が比較的多く発見され時に緑泥変岩の小片もめだつ。

地層的にも撹乱を受けた様子が明らかである。又頂上部においてほぽ方形状に認められる石組は

その下部の石敷と直接関連のないものと認められた．

7月25日

'.c、卜9レン＇チを除く各 ＇トレンチにおいて；＇茸石の確認を急いだ。その結果 B• D各トレンチにお

ぁ't;鵞石に使用されたと思われる多数の石を確認した。又 B トレンチにおいては，巷段らしき

部分が認められた-;;' 

..'j月2 6日

墳頂部において，ゃヽ復元可能とみられる赤色顔料の塗彩された小形の土器が発見された。 この

部分は周縁部に比べて石敷かや‘ •あれており撹乱の痕跡が顕著である。 B• D、トレンチにおいては

ほぼ全面的に上層部の土が除かれ査石らしきものが出現した。しかしその状態は石を組んだとい

＇うよりは， むしろ貼ったという様な感じであり荘石の面としては疑問がもたれた。従って，各トレ

ンチにおいて，縦侭約 1ms□cmの幅で更忙掘り下げることとした。その結果 下部にもなお葺石

の石らじきり幻 :iころ忙よっては1m以上も認めら九上部の石面は，本来の費石の面でない

：ことが明らがど注らた。又 .・bトレンチ忙おいても B トレンチ同様墳丘斜面に窪みが認められ，碁

段の存在がはっきりし墳丘斜面は大きく二段に構成されていることが判明した。

7月27日

墳頂部中央の石敷の乱れている部分に， 盗掘のための竪穴が掘られ，':'[iriることがわかった。

7月28日

台風が接近し雨天となる。発掘作業は休止となる。 '.・ ,..) .. , 

7月29日

―;：台風の余波にどり時おり雨が降る。このため細かな作業を避けて； ，々墳頂部の石敷の部分の拡張を

．．．ヤふ:・-'・
；一行う。 拳`大の石によ：．る石敷は， ，ほぽ平坦に続き，北側周緑部においては， 底部穿孔の赤色顔料を塗
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彩した複口緑壺形士器が原位置とみられる位置において発見された。

7月30日， ， ．、

B. • Dトレンチにおいては葺石の根石を求めて裾部の調査が進行した。その結果 B, D各トレ

ンチとも茸石の根石あるいはその推定位置から周溝の上縁までの間に約 1m幅の平担部分のあ

ることが認められた。ー又 周溝の内法の部分妬は，墳丘斜面の丹石よりやヽ小さな石を用いて，小

ロあるいは平積に組んでいたことがその痕跡により明らかとなっrた。墳丘頂上部においては，石

敷面の精杏が進むに従って；底部穿孔の赤色顔料の塗彩された土器破片群等の発見が続き， これら

土器群は，墳丘石敷面の周辺部妬配列されていたものと推定されるに至った。．‘‘ 、―ふい

--7月31日

本日の調査は， f在とんど墳頂部に集中さ九 石敷を追っての南側への拡張と，既に出現した石敷

面の精査と土器破片の出土状態の実測等が行なわれだ。

8月1日

B . • D トレンチにおいて音石の調査が行なわれ墳丘裾部と周溝との間の幅狭い基段のほかに斜

面の部分に 2カ所の基段が確認された。そして，葺石はこれら基段の上下してやや直斜状に小ロ

あるいは乎積に査かれていたことが確認された。墳頂部の石敷は， 南側になお残されていることが

わかり，その部分の拡張作業が行なわれた。

8月2日

墳丘斜面の査石の調査が更に進めら九華段の状態も次第にはっきりしてきた。即ち斜面上に設

けられた 2つの基段は， その平坦部がテ・ラス状に石で敷かれていたことも明らかとなった。なお

Bトレンチの中位巷段（裾部の基段を下位基段とし墳丘斜面上につくられた2つの基段のうち

下の基段を中位基段 上の基段を上位基段とする。）の石敷に接して，石田JI拭土器の甕形土器破

片が数片発見された。

8月3日

墳丘頂上部忙おいては石敷の範囲を確める作業と土器の出土状態等についての調査が行なわれた。

石敷の範囲は，土器等の出土状態からして北側周辺部はやヽ原状を保っているとみられるが 他は

既に崩されているとみら九特に南側は甚だしい。従って，その形状や広さは明らかではないが

直径約25 m程の円形と推定される。そして， そこ忙発見される底部穿孔の赤色顔料によって塗彩

された複口縁の壺形士器等の数は，底部等の出土状態からして， おそらく数1Q、個胚も達するもの

と考えられる。又その百じ列は現在検討中であるが，特に周縁部忙おいては， ある方向性をもっ

て配置されたことは明らかである。

｀ふ!>-B._• C . • _D各 、トレンチの実測が完了した。 Cトレンチの切断面においては， 頂上部石敷の面

がかなり急激妬下降する部分のあることは既に確認されていたが本日， この部分を更に拡張調

査すると，長さ約7m, 幅約 1mの礫床状の埋葬施設を発見することが出来た。しかし残念なこ

と代は既に盗掘され 副葬品等は全く発見することができなかった。 ← 

'¥. :」i'.、:1t:;fi ;:; こ．．
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8月5日

礫床状の埋葬逍物の精査及び実測を行った。他方，墳頂部の石敷の部分を A.B. Dの各トレン

チの範囲で断ち割った。 ．しか，し特記する ような痕跡は認められなかった。

8月6日

礫床状遺構の調査を続行し終了した。よって，本調査は本日をもってー：応終了した。

1 1月13, 1 6, 1 7, 2 0日

墳丘の主軸線胚沿って， その南側裾部妬接して， 道路がつ くられ，; その中央部には下水道管が敷

設されること となり，そのための工事が行なわれた。たまた ま，その切断面に周溝部が出現したの

で，周溝の規模形状ならびに埋没の状態等を知るためにその調査を行なハ実測國写真等の

記録の作製を行なった。

皿 位置及び古墳の分布

前橋天神山古墳は，上毛古填綜覧上川淵村第 7_ 1号墳で， 前橘市後閑町字坊山 12 2 4番地にあ

る，o; 唸;·,~r.: 

後閑町の東部は， 、旧利根川の河跡とみられる広瀬川右岸段丘上にあるが本古墳はこの段丘崖か

ら約BOm離れた位置に その主軸線をやヽ北東方から南西方にとり， 前方部を南西方に向けてあ

り，所謂朝倉団地と広瀬団地を結ぶ主要道路は， その前方部の先端部苔りぎり妬設けられていた。

この天神山古墳の周辺は，群馬県匠おいても古墳の群集地帯として有名な所で，広瀬川右岸に沿

って， 北方には所謂朝倉古墳群が， 南方には山王古墳群が連続する。従って， これら広瀬川右岸の

古墳を一括して仮侭広瀬古墳群と命名すれは本墳は地理的ireもその中心的位置妬当ると思われる。

更に，本墳の北方約40 O m代は国指定史践である八幡山古墳 （前方後方墳 ）があり， 南方約 2sq

m妬は大部分崩壊され，その痕跡を止めているに過含｀ない力ら厄ぽ本古墳vc匹敵する とみられる飯

玉神社古墳（前方後円瑣）がある。これらの古墳を中心とする広瀬古墳群は， 上毛古墳綜覧妬よる

と約 15 0基の古墳からなり， うち前方後円墳は 16基 前方後方墳，1基他は円墳とされている。

このうち現在までに学術的陀発掘調査されたものはほんの数基に過苔ない。しかしその結果か

らすれは， 朝倉Il号填のように4世紀末に比定されるものもあれば，ー上陽村24号墳のように 6世
註 1 ヽ 註2

紀末のものとみられるもの， 更に山王大胃；上毛古墳綜覧上陽村 15号墳）のよう妬祓石積石室と

みられる内部構造をもつ比較的新しいとみられるものまて認められ本古墳群は，群馬県地方の発

生期の古墳からその終末期の古墳まで各期にわたっているとみられる。かかる古墳群の性格の中vc

在って，本天神山古墳は，後述するよう尻，出土遺物埋葬施設更に築造面に認められた浮石崩等

からして， 最も古い時期に属する直填の 1つとして， あるいはその規模等からして， 本古墳の祖元

的なものとして， あるいは又主墳的なものとして認めることができるのである。

一註 1 山本良知 朝倉第Il号古墳発掘調査概報

註 2 昭和42年 3月 前工歴史研究部発掘調査（碇第 1号所載）

註 3 昭和29年群大史学研究室発掘調査
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w 墳丘及び外部施設
(1) 期模及び形状

..,,;, 

本墳は主軸線を南から西へ約35度をとり，前方部を低ぽ南西方に向けた前方後円墳である。

現在墳丘は全面的に雑木と篠等に榎われていたが，かっては坊山と呼ばれて開発され，特にそ

の南面に仏教関係の建築遺構と室町期とみられる五輪塔の石造物が多く認められ， かなり利用さ

れていたものと考えられる。事実前橋市が測量した墳丘実測図によると， 墳丘南面の変形が目立

ち特に前方部南側は旧態を止めぬ程大きく変形されており，利用の跡が著しい。ところで調査

の結果を参照しつつ， その規模及び形状について図上複元を試みてみるとおおよそ次の様になる。

墳丘全長 1 2 O m 

後円部径 6 0 m 

前方部幅 • 5 5 m 

くひれぷ幅 1 5 m 

後円部高 9m  

前方部高 7m  

なお以上の複元計測値は，礫床井の埋葬主体部を後円部中央忙とり，その中心軸を墳丘の主

疇として，比較的原状を止めているとみられる前方部北側裾部の線と， 前方部北側稜線とを活

かして作製したもので絶対的なものではない。しかし近似値とみられよう。従って，本墳は， 本

地方の他の前方後円墳に比して， 前方部の所謂胴部が特に狭く長いものであって，本地方の前方

後円墳の形状としては 太田市所在の朝子塚古墳と同様古い形とみられるものである。
註

(2) 葺石及び墳丘斜面の形状 ~．．、 ． ． 

前方部は発掘調査以前既に破壊されて し古ったために明らかではないが後円部に、ヽついては，

B トレンチ（墳丘主軸線忙沿って墳頂部から北東部裾部妬かけて設定したも<l?)及びD トレンチ

（ 主軸線に直交さ出墳頂から北西裾部妬かけて設定したもの） によって，• ある程度明らか匠な

った。まず， 墳丘斜面は細かーくは3段の基段とそれを結ぶ直斜状の葺石の線によって構成される。

即ら：下位碁段は， 盛`土下の地表面をB トレンチで約25度 D トレンチでは約~-□度の角度で

Bト・レンチで 70cm,, D トレンチで4,5 cm程掘り下げ， 同溺の上縁との間に設けた幅約 1m.、のも

ので， 基段と云うよりはむしろ墳丘埜底部と云った方が良いかと思われるものである。中位基段

、は下位碁段より，約1m 2 O.cm上の位置に在り，下位基段と異なり完全に墳丘盛土の斜面に設け

られたものである。その幅は約3.:ni前後あって本墳の基段のうち最も大きい。その乎坦部は一

面にテラス状に石が貼られ更にそこから上方及び下方へは，利根川の人頭大の転石をもって

小口あるいは乎秋に匠ぽ直斜状に約3.5度の傾斜をもって葺石が査かれていたものと推定され

た。上位基段は中位基段からなお， Bトレンチで3m50cm, D トレンチでは2m 7、.D.:f111の上部

にあって， その幅は約2~ から3m であって，• この平坦部は Dトレンチにおいては認められなか

ったがB トレンチは中位基段同様石を貼っていたものと思われる。この上位碁段から， 墳頂にか

けての傾斜面は他に比して最も長い。その上端部は，既に崩壊変形しており推測の城を出ないが
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おそらくその下方同様葺石が直斜状あるいはそれに近い状態合印祀全面を覆っ--c(Aたものと推

定される。
、.,. ... ··'• -· -~, . .J ,・,, ... , -,;_,. . .. _.-.' 

ぼ墳丘頂上部
• .' .. ::.: ,_.,;:, :. a・ 

,.  凰・ )ヽ _,, 

墳頂中央部において約20 cmの積土を除去すると9拳大の石によるほぼ平坦な石敷が発見さ九

その範囲は埋葬主体部を中心にして直径2s m: 程と推定された。この石敷は盗掘箇所及び北西部

を除く周辺部はあらされたり， あるいはけずり取られる等して， かなり変形しているものとみら

れた力； それ以外の部分は比較的良好の状態で発見された。特(I(, 比西部周辺においては，底部

穿孔‘の赤色顔料忙よる塗彩された複口緑の壺形土器片迅原位置あるいはその付近とみられる位

置において，一定の方向性をもって，少なくとも数個体分発見され， この部分があまりあらされ

たり変形されていないことを示していた。又， この面忙おける土器の出土状態は，底部は僅かな

がら石敷の面に埋められたような状態であり， その破片は比較的大きかった力iそれ以外は紅か

く割れて飛散した状態であり， これらの土器は本来全面的妬埋没されていたのではなく，石敷の

上に配置されていたものと推定された。従って， この墳頂部の石敷は，ほぼ中央部に位置する埋

葬主体部を除いて箆出したものと推定される。

註昭和31年群馬大学史学研究室外形調査

・v 埋弱施設
Cトレンチの上部切断面忙おいて確認されていた石敷の面の落込みは， その周辺に認められたお

びただしい小礫と共に発見の当初から注目されていた部分であったが，調査の進展に伴って， こ

れが埋葬主体部であることが確認された。そこで，改めてこの位置妬ついてみると， 現状では墳頂

部南端あるいはそれ妬近い位置どみられるが石敷の南東部への拡がり， あるいは墳丘全体と して

の観察からすると，ほぼ中央部と推定される。又その主軸線は，墳丘の主軸線妬平行するとみら
• .. 、I ii<; うぶ ic•:;

れる。、この施設の全貌は，盗掘によって撹乱，破壊されてしまったために明らかでないが残存し

た遺構は， 石敷上面をその古ゞ窪めた礫床状のもの℃ 大きさはその上縁で長さ 7m50cm, 最大

幅1m50cm 深さ 50 cmのやや舟形をしたものであった。以上のほか，本埋葬施設ならびにその

横築法を積極的に証明するものはなかったが， し力↓し盗掘(Jノ際匠撹乱，移動した土の中に認められ

た多くの小礫と 10数片にものぼる緑泥変岩片， 更に， その周辺匠無造作に重ねられた扁乎の川原

石等は， 次忙記す埋葬施設と石藪との関連等からしても，その考察妬当って有力な資料となり得る

ものと考える。即ち埋葬施設と石敷との関連は前侭も記したよう妬，石敷の面をそのまま窪めて

礫床状の部分を構築しているのであーて， その被覆栴造等も含めて埋葬方法あるいはその技術的な

; .、 • ・,. ,・-: r菜も:'i. . . 
面からして， この深さではおそ •; ¥納注りきらなかったもの と思われる。他方礫床状の部分を構築

する際の基盤となっている石敷の面は'-:・出土土器との関連からして，い、少だ ＜とも，;,,土器の配列され

T 、天・：

ていた墳丘周辺部は露出していたものと考えられるのである。従って，礫床状る被覆藷造江っ：石敷
,・.-,. ~ ふ ！．・

而のレベルにより上匠構築ざ紅たと考えざるを得ない。よって，本墳の埋葬施設ほ，！後円部墳頂の
・・. i: ゞ':er.,;・,. . ベ，..,¥.;..、¥;苔、ふ;:,,』ヽ ．

＇石敷乎坦部のほぼ中央に， .ヽ}坑‘丘主軸線忙ほぼ平行して，壇状に梱築さ't¥_'.せ1A1t1;のと推定される。
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w 周溝及び墳丘構築時の地表面
(1)周溝¥

，；こ．ー.:! -・(-yい.,'忍 ・:、

-, .. -... 

B • D. トレンテの裾部において，原地表面を約 45度の傾斜をもって約60 cm切込んだ周溝の

縁及び内法部が確認された。この縁は，前に記した下位基段の外縁に当るものである。又その

．、内法部の所謂汀線に相当する部分には， 長さ 2Dem前後の細長い石をもっ て費石状に組む等入念

のものであ＇った。しかし墳丘周辺部の現地表面がらは， 明らかに周溝を思わせるような形跡は少

, ・・1., なく，,::~ 僅かに墳丘南東部広瀬川河岸崖寄りの裾部から約6I)切離れた位置に， 高さ8D cm程で幅

;： ．約:~ '-'.J m'の盛土状のものが認めら九 周溝外堤を思わせるものがあるのみであった。ところで，
; 1 1月，墳丘南側裾部尻接して下水管附設工事が行なわれ， その際，切断面に周溝がひっかかり，

ある程度周溝の状態を把握することが出来た。その結果は現在整理中である力i その概要胚つい

てみれは後円部裾部周辺においては深く，その推積の状態から しても見事な湖としての体栽と

役割りを果 していたとみられるが外辺忙向うに従って底部が上昇し浅くなる傾向がみられ，特

に外縁部は地山を僅か3D cm程忙切込んで内法とする程度で，裾部の内法でみられたような入念

さは全く認められなかった。しかし その外側は，何力所か掘り上げられた跡があり， それらと

の関連がらして， 前尻記した周湖外堤とみられる盛土は， 一応周糊と関連あるもののように認め

られた。なお， これらの調査結果から して， 本墳の周溝の幅は 46 mを越すものと推定される。

しかしその乎面的な形状は明らかでない。

(2) 墳丘構築時の地表面

墳丘くびれ部の前方部破壊の際の切断面とその反対側の北東裾部の2カ所妬おいて， 墳丘築造
時の地表面の検討を行なった。その結果は， 比較的硬くし古った酸化された黄色砂層を地山とし

その上部妬2D cm程の褐色土階， 1 5cm程の暗褐色土層，更に約15671の黒色士隊が認められた。

ただし これらの層の堆積は極めて漸移的であると同時に，いずれの層からも浮石等火山噴出物

等は検出されず， 明確vc区分するのは困難てあった。 黒色土層の上部は 1mmから 5H程の浮石よ
りなる約15 cmの浮石屠が認められた。この暦の下端は黒色土忙よって汚染され，:.・'.-上端も叉かた

りあらされて，全体的妬黒っぽい感じがするが， しかL, 詳細に観察するとかがり純粋な浮石層

であることが確認された。この浮石層と墳丘盛土との間には厘さ 2cm前後の黒色土と褐色の砂層

の古ざり合った層が認められる。しかし この階はその混合の状態あるいはその上面がかた＜踏

みかためられている等のことからして， 明らか匠墳丘構築の際に置かれた人為的な層であり， ぉ

そらく墳丘構築のための作業面として考えられる。従って；墳丘構築時の地表面と しては，浮石

層の上面をもって当てる事が妥当と思われる。

、ベ ・.:_・ ・―:::,・ n;.r 
- - -- '. ― ; ： , 9 

．＇ 没~;\ilf,.._,_遺こ9ヽ`物 , _ ・一｀一'、,-' 

、.、本瑣の埋葬主体部は既に完全盗掘さ九 前方部も又調査前忙平夷されてしまったの1:;・・今回の調

査によって知り得た造物は後円部頂上石敷の面に， あるいは葺石の間又はその上部がら発見された

土器類の・みである‘。これらの土器類ば； B トレンチ中位基段忙おいて発見されだ脚合付甕形土器の

,・ 
~ ·7-



破片等， 一部のものを除いてそのことごとくは，本来墳頂部の石敷上に置かれて
いたものと推定さ

れる。即ら B トレンチにおいて， 多くの土器片の発見があったが， これらは上
部から崩落して堆

積した葺石ならびに土中から発見されたものであって，原位置とみられる破片は
全く見当らなかっ

た。墳頂部石敷上侭おける土器の配列の状態は， 既に記したように，北西部の周
辺に特に多く出士

し としかも， ここには原位置とみられる底部破片等があり，配置の状況がある程
度判明した。即ち

数個分の破片群にみる士器の配列は石敷の周縁に沿って一定の方向性をもって
認めら九 これがた

だ放置されたものでない事を示していた。又 出土位置は，墳頂周辺部のみでなく
， かなり中央部

に寄った場所からも認められ これらが周辺部の配列と如何に関連するか問題と
される。総じて土

器の配列匠ついては，現在なお検討中であって，今後の結果に待ち度い。続いて，
これら土器の配

置の状態であるが， 出土状態からすれば，底部とその周辺は比較的まとまって石
敷面下から出土L,

しかも破片の大きさも大きいのが目立つ。これに対して，腹部以上は飛散して発
見され破片も細か

い。このことは， 士器の配置に当って，土器の底部を僅かながら石敷の中匠埋め
るようにして置き，

腹部以上は露出していたものと推定される。出土し発見された土器は現在整理
中であるが その器

種は復口縁壺形土器を中心に細口の柑，所謂小形丸底土器とみられるもの， 更
妬高坪》器台等であ

る力ぅ壺形土器が圧倒的匠多い。又， その数を底部等によって概算すると， おそ
らく数 10個を下

らないとみられる。勿論， このiなか妬不幸にしてわれわれの目にと古らなかったもの，
あるいは調

査以前に散逸してしまったものもある筈であるから その数は莫大のものであっ
たと考えられる。

これらの士器の共通する特色は 比較的精選された胎土が使用され，焼成等も良
好である。器表妬

は朱とみられる赤色頻料によるほぼ全面的な塗彩がなされ，底部には焼成前の穿
孔が認められる等

のことである。以下，今日までvc整理され複元された土器のうら 特に本遺物を代表する複口縁壺

形士器妬ついて記すことにする。

器体は下ぷくれのした丸形で最大幅は中位以下匠ある。底部妬は僅かに突出した
乎底を付すもの

が多く， その中心部はするどい器具妬よって一気l疋穿孔されている c 頸部は比較的細
まって直立あ

るいは直斜するものが多いが 中匠は湾曲して外反するとみられるものもある
。下部口縁は水乎

に近いまで大きく外反し 上部口緑に連なる。下部口縁と上部口縁の接合は鋭い
稜線を残すq上部

ロ縁も下部口縁同様大きく外反しその上縁の直径は，胴部最大径にせまるもの
とみられる。又

器高は3:Scm前後とみられるがそのうち 口辺部は 10 cm前後で約1/3を占めるとみられる。全体

的妬口辺部が異常の程に強調されたもので，器表全面尻みられる赤色顔料による
塗彩と共に， この

種の土器の性格を物語っているものと思われる。

珊まとめ

以J:-, 前橋天神山古墳の発掘調査尻ついてその概略を記したが本日まだ遺物の
整理や調査資料

の充分な検討をしていない。従って， ここに新らしい考察等はさしひかえ，今ま
でに確認されたい

くつかの成果ならびに結論について記してまとめに代えたい。 、::・・.•-•, -.': 

1. 墳丘の形状を推定複元すると，その全長を後円部と前方部が折半するよう
な型であり，又所

-,8-



謂胴部が比較的狭く長い。

2. 墳丘斜面の構成は，大きく 2段に構成さ九その斜面はほぼ直斜状に葺石が施されていた。

3. 墳頂部はほぼ平坦に石敷され 特にその周辺部等忙は赤色の頻料によって塗彩された底部穿孔

の複口縁壺形土器等が多数配列されていた。

4. 発見された土器の多くは焼成前の穿孔妬みられたように 明らか忙儀器化されたもので，本古

墳に配列するために製作したものであり， その原型は石田川式土器に求めるのが妥当と思われる。

5. 埋葬主体部は，墳頂部にその主軸線に平行させて桃築され， その礫床状部は石敷下妬ある力う

被覆構造は石敷面上に壇上忙つくられたものと推定される。

6. 墳丘の構築面は約 15 cmからなる浮石暦で， この層は浅間山噴火の際の火山灰とみら九 この

堆積の時期は 4世紀の前半と堆定される。

7. 周溝は裾部匠近い部分は深く， 外緑に向って漸次浅くなる。その福は 46 m前後とみられる。

なお，外縁た接して，外堤らしきものも認められる。
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